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広域まちづくりモデル調査検討会 とりまとめ 

１.「富山－東富山間」新駅設置周辺地区(モデル地区①) 

・駅周辺部には県有地も活用し、立山連峰の眺望など、優れた自然環境と調和

した居住機能及び日常生活に必要な都市機能(商業機能、金融機能、医療機

能など)を集積・配置することが適当である。 

・県有地北側は、新駅の利用促進の観点も踏まえ、パーク＆ライド駐車場や駐

輪場を配置することが適当である。 

・県有地南側は、将来の変化に柔軟に対応可能な余地のある区域(居住誘導を

図る区域、または、商業・業務機能、中高層の共同住宅等の区域)とするこ

とが適当である。 

・新駅設置については、地元代表の方からの意見もふまえ、東西連絡のための

自由通路を設けることも検討のうえ、国の補助金等を活用し整備すること

が適当である。 

・土地利用については、本検討会におけるまちづくりの方向性をふまえ、プロ

ポーザルを通じた民間開発の導入を検討することが適当である。 

２.「高岡－西高岡間」新駅設置周辺地区(モデル地区②) 

短期的 

・駅周辺部には、住居機能(中高層共同住宅を含む)及び日常生活に必要な都市

機能を集積・配置することが適当である。 

・駅周辺に小規模なパーク＆ライド駐車場、駐輪場の設置も想定することが適

当である。 

中長期的 

・将来的にストックとして残るよう循環して活用する住宅地を念頭に、子育て

環境や社会福祉機能が整った、若年層も高齢者層も住みたくなるような、ま

ちづくりを目指すことが適当である。 

・新駅西側での、国道8号までのアクセス性向上の検討も必要である。 

・既存住宅地の成熟状況によっては、南側への展開も考慮すべきである。 

３.「JET 駐車場跡地・小杉インターパーク」周辺地区(モデル地区③) 

短期的 

・会員制倉庫型店舗やコールセンターが進出しており、さらに今年 1 月には

大型物流業務施設と土地売却の契約が締結されているなどの状況の中、港

や高速道路と直結する広域交通網に隣接する立地条件を活かした、物流拠

点や業務機能を有するまちを目指すことが適当である。

中長期的 

・緑あふれる県民公園太閤山ランドの環境を活かした職住近接のまちや、優れ

た雇用環境を整えた企業が進出するまちを目指すことが適当である。 

・富山県立大学や薬事研究所、衛生研究所等と連携した学究のまちを目指すべ

きである。 

・近い将来、急激な高齢化が懸念される太閤山団地への対応を検討すべきであ

る。

18 


